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1. 要約 

 本研究の内容は，認知症高齢者の徘徊や行方不明から早期発見につなげるシステム「み

まもりコンパス」の開発である。QR コードを活用することで認知症高齢者の早期発見に

つなげ，地域社会全体で支える新たな社会モデルを目指す。 
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2. はじめに 

 日本では，認知症が原因で行方不明にな

る高齢者が右肩上がりに増えており，現状

は，約 2 万人にものぼる[1] (Fig. 1) 。高齢

化社会において，認知症は誰にとっても身

近な問題だ。実際に認知症が原因で事故が

起きている。ある日，家族が目を離した隙

に認知症高齢者が外に出て，交通事故に遭

って命を落としたケースや，介護施設から

行方不明になり，公園で亡くなっているの

が発見されたというような痛ましい事故が

起きている 

 このような問題を解決するためには地域

社会全体で認知症高齢者を支え，その家族

が安心安全に暮らせるようにする新しい仕

組みが必要だ。 

 そこで，私は「みまもりコンパス」を開

発することにした。 

 

Fig. 1 認知症行方不明者の推移 

3. 関連研究 

3.1. 認知症高齢者の支援システムの現状 

認知症高齢者の事故やトラブルを未然に

防ぐために，様々な支援システムやデバイ

スが開発されている。主な例を以下に示す

とともに課題を説明する。 

① GPS 端末 

概要：GPS 端末を活用することで，認知

症高齢者の現在地をリアルタイムで把握で

きる。事前に家族が高齢者に GPS 端末を

携帯させることで，行方不明時に迅速な捜

索が可能になる。 



利点：GPS を利用することで，高齢者の

現在地をリアルタイムで確認でき，迅速な

対応が可能になる。徘徊が発生した際に

も，移動経路を追跡できるため，早期発見

に役立つ。 

課題：デバイスを常に携帯しておく必要が

あり，認知症高齢者の負担になる。 

多くのデバイスが契約を必要とする。 

②  福祉サービスの QR コード 

概要：QR コードを印刷した名札やカード

を認知症高齢者に携帯してもらい，万が一

の徘徊や行方不明時に発見者がスマートフ

ォンで読み取ることで，身元情報を確認で

きるシステム。家族の連絡先や健康状態，

緊急時の対応方法などの情報を登録するこ

とで，適切な支援につなげることができる

ようになる。 

利点：QR コードをスキャンするだけで，

発見者が本人の基本情報を確認できる。住

所や家族の連絡先，持病の有無などの情報

をすぐに把握でき，適切な対応が取れるよ

うになる。 

課題：家族と発見者の連絡機能が不足して

おり，リアルタイム性に欠ける。 

 

3.2. 課題の整理 

上記の例から，既存システムの課題が明

確となった。 

・GPS 端末はコストが高く，利用者に負

担がかかる 

・QR コードを利用したサービスは，連絡

機能や情報の動的な管理が不十分 

本研究では，これらの課題を解決する新

たなシステムを開発する。 

 

4. 設計と実装 

4.1. システムアーキテクチャ 

みまもりコンパスのシステム全体の設計

を行った。機能を以下に説明する。 

 

・QR コードの発行 

認知症高齢者の情報と紐づいた QR コード

を発行する機能（Fig. 4） 

・QR コード読み取り後の発見報告機能 

実際に，認知症高齢者の発見者が読み取る

と発見報告を行えるようにする機能 

・SNS を活用した捜索依頼機能 

認知症高齢者が行方不明になった際に家族

が SNS に地域ごとの捜索依頼を出せる機

能（Fig. 5） 

・発見報告後の連絡機能 

発見者がみまもりコンパス上で認知症高齢

者の家族と連絡を取れる機能（Fig. 7） 

・発見通知機能 

本人が発見されると，認知症高齢者の家族

にメールに通知される機能（Fig. 8） 

 



これらの機能は，発見者もしくは認知症

高齢者の家族によって利用できる機能が異

なる。 

(A)：認知症高齢者の家族向けの機能 

(B)：発見者向けの機能 

 

Fig. 2 認知症高齢者の情報登録画面(A) 

 

Fig. 3 ダッシュボード(A) 

 

Fig. 4 QR コード発行画面(A) 

 

Fig. 5 X の捜索依頼ページ(A) 

 

Fig. 6 徘徊前の場所を見るページ(B) 

 

Fig. 7 連絡ページ(A, B) 



 

Fig. 8 発見通知の様子(A) 

4.2. システムの実装 

みまもりコンパスは，フレームワークに

Next.js (TS) [2]，UI に Tailwind CSS[3]を

用いて開発した。 

 

5. ユーザーシミュレーション 

5.1. 概要 

みまもりコンパスの有効性を確認するた

めに，サイエンス研究会でシミュレーショ

ンを実施した(Fig. 9)。このシミュレーシ

ョンでは，以下のように 3 つの役割を決

め，実際の運用を想定した検証を行った。 

① 認知症高齢者役 

・QR コードを装着して，校内を徘徊 

・発見者が QR コードを読み込む 

② 発見者役 

・適当な場所で認知症高齢者を発見 

・簡単に報告が可能かを確認 

③ 認知症高齢者の家族役 

・通知を受け取り，発見地点を確認 

・発見者とのスムーズな連絡が可能かを確

認 

 

Fig. 9 ユーザーシミュレーションの様子 

5.2. 検証結果 

・QR コードのデザインや位置によって発

見者の気づきやすさが変わることが判明

した。 

・発見報告後，みまもりコンパス上で発見

者と連絡できるのは非常に有用であると

わかった。 

 

5.3. ユーザーのフィードバック 

 ユーザーシミュレーションに参加したサ

イエンス研究会のメンバーのフィードバッ

クを以下に示す。 



・QR コードを手軽に印刷し，すぐに利用

を始められるのは，とても便利！ 

・X を利用した捜索依頼機能で，他の人に

周知してもらえて，どこでいなくなった

かがわかるから安心！ 

・地域の参加意識がもっと高まる仕組みが

必要ではないか？ 

・見つかったら，すぐにメールが来るか

ら，認知症高齢者の家族も安心できると

思う。 

 

5.4. 考察 

 ユーザーシミュレーションを通して，み

まもりコンパスは迅速な連絡手段の提供

と，発見後の行動支援において，十分な効

果を発揮することが確認できた。 

 また，発見者役の人物が QR コードを活

用して高齢者の身元を特定することに成功

した。これにより，従来の方法で必要とさ

れていた警察への通報や手続きの手間を簡

略化し，家族との連絡をスムーズに行えた

のが大きな成果である。 

 一方で，システムの扱いやすさという面

では，UI/UX の更なる改善が求められる

と感じた。 

 

6. 今後の展望 

 本研究で開発した「みまもりコンパス」

は，ユーザーシミュレーションの結果，認

知症高齢者の早期発見や安全確保といった

面で効果を発揮することが確認できた。し

かし，さらに効果的にシステムを活用する

ためには，地域全体での協力体制の構築が

重要な課題だ。地域のつながりを活用する

ことで，認知症高齢者をより多くの人々が

見守ることが可能になる。そのためには，

ボランティア活動や自治体との連携を強化

する必要がある。地域の協力を得ること

で，発見者がシステムをより利用しやすく

なり，認知症高齢者の行方不明のリスクを

大幅に軽減することができる。このような

地域全体の支援を受けて，みまもりコンパ

スの効果を広げ，社会全体で認知症高齢者

を支える仕組みを拡大していくことが今後

の目標だ。 
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9. 最後に 

 みまもりコンパスは，既に WEB 上に公

開されおり，皆様に試用していただくこと

が可能です。システムのさらなる改善に向

けたご意見やフィードバックをいただけ

ることをお待ちしております。 

 

みまもりコンパス 

https：//www.mimamori-compass.org/ 
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